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192′む年にインスリンが発見される以前はゃ 糖灘廉凝  

婦の死亡率は約40％。胎児∵彩性児死亡率は頼嗣％で  

あったという記録が残っているか インスリンの発見損  

後母体死亡率は激減し，現在では糖尿病妊婦が死亡す  

ることば稀なこととなった。－万飴虜巨素雛上県能美率  

もインスリンの発見以後徐々に観ぎ、ルしたが字 母称死藍  

率の低下に比べると．その儀下の速度は緩やかであり  

比較的良好な成績が得られるようになったのは最近の  

ことである。現在でも9 糖尿病妊婦の琴芝見の遅れや無  

視・軽視されたような場合にヲ 胎児。薪妓児柁亡や感  

篤な障害を生じた報菖が散見される砂 胎児サ新生児合  

併症を防止するにはタ 姐娠前も含めて妊娠ゆの威儀蒐  
鳳糖管理が要求されるが，本シンポジウムでは凝近償  

治療法。管理法の進歩にもとづいた糖尿病妊婦の理想  
的な治療法・管理法について，内科側および魔科蘭瀦  

視点より孝遼東繍討論をしていただぐ予定である申  
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